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利用した認識手法を提案しているo オプテイカルフロー自体はデータが多いので， KL 展開を用いて次元圧縮してシ
ンボル化することで計算量を減らし HMM で高速に認識がで、きるようにしている D それぞれの手法でシステムを構
築し，動作認識を行なうことでその有効性が確認されている o
以上のように，本論文で提案された手法を適用することにより，コンビュータとのヒューマンインターフェイスへ
のコンビュータビジョンの応用が可能であり，他分野への研究へ寄与するところが大であり，高く評価されるo
よって，本論文は学位(工学)論文として価値あるものと認められるo
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